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二次検査の必要がない場合 
 

（Ａ判定） 

二次検査をお勧めする場合 
 

（Ｂ判定） 
  

ただちに二次検査を 
受診いただくことが必要な場合 

 
（C判定） 

結節やのう胞を 
認めなかった場合 

（Ａ１） 
  

小さな結節やのう胞
が認められた場合 

（Ａ２） 
 5.0㎜以下の結節 

や20.0㎜以下の 
のう胞を認めた場合 

一次検査 

・5.1㎜以上の結節や20.1㎜ 
 以上ののう胞を認めた場合 
・甲状腺の状態等から二次検査 
 を要すると判断された場合 

・甲状腺の状態等から判断して、 
 直ちに二次検査を要すると 
 判断された場合 

第２巡目以降の検査(本格検査) 
20歳までは２年ごと、 

それ以降は５年ごとに継続して検査 

診断基準 

経過観察 治療（手術等） 

二次検査 

詳細な検査で 
A1、A2相当と 

判定 
良性 

悪性もしくは 
悪性疑い 

穿刺吸引細胞診 

県
民
健
康
調
査 

保険診療 

検査の流れと判定基準 

甲状腺検査 甲状腺検査 概要（3/4） 

県民健康調査甲状腺検査とは？（福島県立医大放射線医学県民健康管理センターウェブサイト）より作成 

これは甲状腺検査の流れです。
一次検査では、のう胞や結節の有無、その大きさを検査し、より詳細な検査が必要と考

えられる方には二次検査の受診をご案内しています。
二次検査では、更に精密な超音波検査、血液検査、尿検査を行い、医師が必要と判断し

た方には穿刺吸引細胞診（せんしきゅういんさいぼうしん）を行います。
検査はここまでです。
これ以降、診療が必要な方は保険診療に移行し、主治医の下、個別に適切な医療が行わ

れます。

本資料への収録日：平成 28 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第10章 健康管理 




